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【資料編】

Ⅰ 指導と評価の計画（全２３時間予定）

時 支援および指導上の留意点 学習活動に 評 価 基 準

学 習 活 動 おける具体 評価方法

間 ●Ｃ判定の生徒に対する支援 の評価規準 Ａ(3) Ｂ(2) Ｃ(1)

１ ○これまでの１・２年次 ○全体ウェビングでは、自由な発想の

における地域を通した総 もとに様々な思いを巡らすために、

合的な学習の時間の学び １・２年次での学習を想起することが

について振り返る。 できるような助言を行う。

見通し１

１ ○各クラスごとに「地域 ○これから学習していく「地域」に対 ○地域に対 ○意見交流に ○地域に対し ○地域に対す ○ウェビン

の魅力は？」というテー するイメージを広げ、自分の興味に基 するイメー 進んで参加を て広がったイ るイメージ グでの行動

マで全体ウェビングを行 づいてテーマを選ぶために、意見交流 ジを、広げ し、地域に対 メージを、一 を、うまく広 観察

い、個人ごとにテーマと に進んで参加することができるように ようとして して広がった ～二つ程度書 げることがで ○自己評価

したい方向性を決める。 する。 いる （関） イメージを、 くことができ きない。 用紙への記。

○ウェビングマップを見 ●「地域」を広範囲ではなく 「自分 三つ以上書く る。 述内容、

て、思いを交流する。 の住んでいる家の周り」といった身近 ことができ

なイメージでとらえるように助言を行 る。

う。

２ ○全体ウェビングの結果 ○公共施設に対するイメージを深め、 ○地域の公 ○地域の公共 ○地域の公共 ○地域の公共 ○ウェビン

を基に、地域の「公共施 興味・関心をもつために、意見交流に 共施設に対 施設に対する 施設に対して 施設に対して グでの行動

設」をテーマとして、コ 進んで参加をしたり他の生徒の意見を するイメー イメージが深 興味・関心を あまり興味・ 観察

ースウェビングを行う｡ よく聞いたりすることができるように ジが深まり まるととも もったこと 関心をもつこ ○自己評価、

○ウェビングマップを見 する。 興味・関心 に、興味・関 を、一～二つ とができな 用紙への

て、思いを交流する｡ ●よく使う公共施設を思い浮かべ、そ をもとうと 心をもったこ 書くことがで い。 記述内容

の施設の感想や印象を書くように助言 している。 とを、三つ以 きる。

を行う。 （関） 上書くことが

できる。

２ ○同じテーマ（公共施 ○追究活動の見通しがうまくもてるよ ○公共施設 ○進んで意見 ○追究活動の ○追究活動の ○ウェビン

設）の中で６人程度のグ うにするために、次の点に留意する。 との関わり 交流をする中 見通しを、一 見通しをうま グでの行動

ループを作り、コースウ ①教師も含め共感や反対、付け加え の中から追 で、追究活動 ～二つ書くこ くもつことが 観察

ェビングのマップから課 などの生徒一人一人の思いを交流さ 究課題を見 の見通しを、 とができる。 できない。 ○自己評価

題を決め、グループウェ せながらグループウェビングを行う つけ、追究 三つ以上書く 用紙への記

ビングを行う。 ようにする。 活動の見通 ことができ 述内容

○グループごとに公共施 ②教師は、追究課題を焦点化できる しをもつこ る。

。設の魅力を検証するため ような視点の例示を含めたアドバイ とができる

の追究課題とその理由、 スを行う。 （思）

追究活動の見通しについ ●課題とした施設について、知ってい

て考える｡ ることや知らないことをはっきりさせ

るように助言を行う。

11 ○課題追究に向けた調査 ○追究課題についての調査・分析活動 ○追究課題 ○追究課題解 ○追究課題解 ○追究課題解 ○自己評価

・分析活動を行う。 がより客観的なものになるために、追 解決のため 決のために必 決のために必 決のために必 用紙への記

①地域の公共施設の魅 究課題を様々な角度から見つめられる に必要なデ 要なデータ 要なデータ 要なデータ 述内容

力の検証 ような視点の例示を行う。 ータを、客 を、客観的に を、教師のア を、客観的に ○観察

②地域の公共施設の抱 ●収集し整理したデータが十分かどう 観的に調査 調査・分析す ドバイスを基 調査・分析す

える問題点を明らか か、視点を例示しながら一つ一つ確か ・分析する ることができ に、客観的に ることができ

にし、解決方法を考 めるようにする。 ことができ る。 調査・分析す ない。

える。 る 技 ることができ。 （ ）

る。

見通し２

２ ○追究結果を基に追究課 ○マップの全体的な広がりや広がりの ○これまで ○これまでの ○これまでの ○これまでの ○ウェビン

題についてウェビングを 方向性、深まりなどを比較し、地域に の学びから 学びから、地 学びから、地 学びから、地 グでの行動、

行い 「つかむ」過程で 対する思いを交流させながらこれまで 地域の公共 域の公共施設 域の公共施設 域の公共施設 観察、

行ったグループウェビン の学びを振り返ることで、公共施設の 施設の役割 の役割につい の役割につい の役割につい ○自己評価

グのウェビングマップと 役割について理解できるようにする。 について理 て理解したこ て理解したこ てあまり理解 用紙への記

比較・検討し、地域の公 ●その公共施設がないと、どのような 解する。 とを、三つ以 とを、一～二 していない。 述内容

共施設の役割について考 点で不便なのか、使用する側の気持ち 知 上述べること つ述べること（ ）

える。 になって考えるように助言を行う。 ができる。 ができる。

４ ○追究結果をまとめる。 ○思いや願いをもって地域に働きかけ ○思いや願 ○思いや願い ○思いや願い ○思いや願い ○自己評価

ることの必要性を感じるために、地域 いをもって をもって地域 をもって地域 をもって地域 用紙への記

に対して今後こうなってほしいとか、 地域に働き に働きかける に働きかける に働きかける 述内容

こんなふうに関わっていきたいといっ かけること ことの必要性 ことの必要性 ことの必要性

た、学習を通して培った自分たちの思 の必要性を を、三つ以上 を、一～二つ を、うまく感

いを発信することができるようにす 感じ取るこ 発信すること 発信すること じ取ることが

る。 とができる ができる｡ ができる｡ できない｡。

●地域の魅力がさらに増すために、自 （思）

分は何ができるのか考えるように助言

を行う。
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Ⅱ 学習指導案

１ ２～６時間目 〈見通し１〉

(1)２時間目

①ねらい ○全体ウェビングにおいて、ウェビングマップを基に地域に対する思いを活発に交流させ、地域に対

するイメージを広げることができる。

②準備 ○学習プリント

③評価規準 ○全体ウェビングでのウェビングマップを基に、活発に思いを交流させようとしている。

○他の生徒の様々な思いを聞き、これまでの地域に対するイメージを広げようとしている。

④展開

過 時
学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)

程 間

○本時のめあてを知る
つ
か 地域の魅力について考えよう① ○１・２年次の地域学習で学ん
む だことを想起することで、地域 10
○自分がもっている地域に対する印象に についての印象を考えるように
ついて考える。 する。

追 ○「地域の魅力は？」というテーマで全 ○全体ウェビングでは、自由な 【関】全体ウェビングでの
究 体ウェビングを行う。 発想のもとに、様々な思いを巡 25 ウェビングマップを基に、
す ○ウェビングマップを基に一人一人の思 らすことができるようにする。 活発に思いを交流させよう
る いを交流をさせる。 ○活発な意見交流ができるよう としている （観察）。

に、賛成や反対、付け加え等、
気がついたことを進んで発表で
きるようにする。

ま ○地域に対して広がったイメージをまと ○地域に対するイメージをうま 【関】他の生徒の様々な思
と める。 く広げることができない生徒に 15 いを聞き、地域に対するイ
め は 「地域」を広範囲ではなく、 メージを広げようとしてい、
る 「自分の住んでいる家の周り」 る （自己評価用紙）。

といった身近なイメージでとら
○次の時間の活動について知る。 えるように助言を行う。

（２）３，４時間目

①ねらい ○地域の公共施設をテーマとしてコースウェビングを行い、ウェビングマップを基に活発に思いを交

流させて、地域に対するイメージを深め、興味・関心をもつことができる。

②準備 ○学習プリント

③評価規準 ○コースウェビングにおいて、ウェビングマップを基に活発に思いを交流させようとしている。

○これまでの地域に対するイメージを深め、興味・関心をもとうとしている。

④展開（２時間分）

過 時
学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)

程 間

つ ○本時のめあてを知る
か 15
む 地域の魅力について考えよう②

追 ○「地域の公共施設」というテーマでコ ○活発な意見交流ができるよう 【関】コースウェビングに
究 ースウェビングを行う。 に、賛成や反対、付け加え等、 65 おいて、ウェビングマップ
す 気がついたことを進んで発表で を基に活発に思いを交流さ

。（ ）る ○ウェビングマップを基に意見の交流を きるようにする。 せようとしている 観察
行う。

ま ○地域の公共施設に対してもった興味・ ○地域の公共施設にあまり興味 【関】これまでの地域に対
と 関心をまとめる。 ・関心をもつことができない生 20 するイメージを深め、興味
め 徒には、よく使う公共施設を思 ・関心をもとうとしてい
る ○次の時間の活動について知る。 い浮かべ、その施設の感想や印 る （自己評価用紙）。

象を書くように助言を行う。
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（３）５，６時間目

①ねらい ○コースウェビングのマップから課題を決め、教師を含めたグループでその課題についてグループ

ウェビングを行い、れぞれの公共施設の魅力を検証するための見通しをもつことができる｡

②準備 ○学習プリント

③評価規準 ○公共施設との関わりの中から追究課題を見付けることができる。

○追究課題解決のための見通しをもつことができる。

④展開（２時間分）

過 時
学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)

程 間

つ ○本時のめあてを知る
か 15
む 公共施設の魅力を検証するための見通しを立てよう

追 ○同じテーマ（公共施設）の中で６人程 ○教師も含め共感や反対、付け 【思】公共施設との関わり
究 度のグループを作り、コースウェビング 加え等の生徒一人一人の思いを 65 の中から追究課題を見つる
す のマップから課題を決め、グループウェ 交流させながら、グループウェ ことができる （観察）。
る ビングを行う。 ビングを行うようにする。
○グループごとに公共施設の魅力を検証 ○教師は、追究課題を焦点化で
するための追究課題とその理由、追究活 きるような視点の例示を含めた
動の見通しを考える｡ 助言を行う。

ま ○追究活動の見通しについてまとめる。 ○追究課題解決のための見通し 【思】追究課題解決のため
と をうまくもつことができない生 20 の見通しをもつことができ
め 徒には、課題とした公共施設に る （自己評価用紙）。
る ○次の時間の活動について知る。 ついて、知っていることや知ら

ないことをはっきりさせるよう
に助言を行う。

２ １８，１９時間目 〈見通し２〉

（１）１８，１９時間目

①ねらい ○追究結果を基に追究課題についてウェビングを行い 「つかむ」過程で行ったグループウェビングの、

ウェビングマップと比較・検討し、公共施設の役割について理解する。

②準備 ○学習プリント

③評価規準 ○これまでの学びを振り返ることで公共施設の役割について理解する。

④展開

過 時
学 習 活 動 支援および留意点 見取りの視点(方法)

程 間

つ ○本時のめあてを知る
か 15
む これまでの学びを振り返ろう

追 ○追究結果を基に追究課題についてウェ ○マップの全体的な広がりや広
究 ビングを行い 「つかむ」過程で行った がりの方向性、深まりなどを比 65、
す グループウェビングのウェビングマップ 較し、地域に対する思いを交流
る と比較・検討し、公共施設の役割につい させながらこれまでの学びを振
て考える。 り返ることで公共施設の役割に

ついて考え、理解できるように
する。

ま ○これまでの学びを振り返りながら、地 ○公共施設の役割についてうま 【知】これまでの学びを振
と 域の公共施設の役割について理解したこ く理解できない生徒には、その 20 り返ることで公共施設の役
め とをまとめる。 公共施設がないと、どのような 割について理解する （自。
る 点で不便なのか、使用する側の 己評価用紙）
○次の時間の活動について知る。 気持ちになって考えるように助

言を行う。
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Ⅲ 総合的な学習の時間の内容系列表

前橋市立第五中学校

各学年の内容
領 領域の目標 領域の内容
域 １年 ２年 ３年

○自己の生活や生き ア．自己についての 学校生活や家庭生 基本的生活習慣の 社会自立を目標と
自 方を振り返り，自己 理解を深める。 活を見直そうとす 確立を図り、自己 して，他者との関
己 を高めながら生きて イ．自己の能力を伸 る。 の能力を伸ばそう わりを大切にしな
理 いこうとする資質や ばそうとする。 とする。 がら自己の能力を
解 能力を育成する。 伸ばそうとする。

○自分たちが暮らし ア．地域の福祉や国 【地域と福祉】 地域と国際理解 【地域と共に生き【 】
ている地域に愛着を 際理解に関するこ ア．地域における る】
もち、家庭や学校を と、さらに伝統・文 ア．地域の人々と 人やもの、公共施 ア．地域社会の現
含めた地域の福祉や 化・行事・生活習慣 の交流や体験活動 設、商店等から国 状や問題点を政

、 、 、地 国際理解、生活上の ・政治・経済・産業 を通して、高齢者 際化について考 治 経済 産業等
諸問題についての理 などに関することに や障害者などを正 え、他国の歴史や 多面的、多角的な

域 解を深め、自他を尊 ついて、現状や問題 しく認識すると共 文化への関心を高 視点からとらえ分
重しつつ、地域社会 点について理解の理 に、互いの違いや めるとともに、そ 析・判断し、解決
の一員としてよりよ 解を深める。 個性を認め合い、 こに見られる共通 しようとする。
い民主的な生活の実 尊重し、思いやり 性や差異を理解
現に意欲的、協力的 イ．地域や学校等の をもって接する。 し、尊重しようと イ．地域社会を構
に取り組もうとする 行事や活動、生活上 イ．高齢者や障害 する。 成する一員として
資質や能力を育て の問題等の解決に向 者などの置かれて の自覚と誇りをも
る。 けて自他を尊重して いる現実など現代 イ．異なる立場や ち、自他を尊重し

協力的に取り組もう 社会の福祉にかか 考えの人、外国人 つつ、よりよい社
とする態度を育て わる現状や問題点 などと協調し活動 会の実現を目指し
る。 をとらえると共 しようとする。 て、その発展に尽

に、ボランティア くそうとする。
活動などの体験等 ウ．自国のよさを
を通して福祉に対 見つめ、日本人と
する認識を深め しての自覚をも
る。 ち、自己の在り方
ウ．身近な地域の を考えようとす
福祉問題の解決や る。
よりよい福祉社会
実現への様々な取 エ．外国語による
組や、それに携わ コミュニケーショ
る人々の気持ちや ンを積極的に図
考えを知り、自分 る。
ができることを発
信したり、実践し
たりする。

○それぞれの職業の ア．具体的な活動や ア．職業調べや職 ア．職業調べや職 ア．職業調べや職
大切さや労働の意義 体験を通しての職業 場見学、地域の人 場体験を通して、 場体験等を通し

進 について理解すると 観・労働観の拡充 と共に働くことな 働くことの喜びや て、職場には性差
ともに、自己の適性 どを通して、働く 厳しさ、働く人た や制度による様々

路 や将来について考 イ．自己の価値観の ことの喜びや苦 ちの仕事に対する な問題点のあるこ
え、個性豊かにより 確立 労、それぞれの職 思いや責任感にふ とを科学的に理解
よく生きていくこと 業の大切さを実感 れ、労働の意義に し、自己の職業観
ができる資質・能力 する。 ついて考える。 を振り返る。
を育てる。

イ．自己の適性や イ．自己の適性や イ．現在や将来を
将来について考 将来の職業選択を 真剣に考え、様々
え、なりたい自分 視野に入れ、自己 な社会参加の在り
に向かって、自己 を高めていくため 方や生き方の選択
をより高めていこ に何が必要か考 肢があること、生
うとする。 え、取り組もうと きがいをもって充

する。 実した人生を送る
ことの意味等を考
える。
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Ⅳ 学習プリント

１ オリエンテーション、見通し１に関わる学習プリント
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２ 見通し２に関わる学習プリント


